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論文内容の要旨
アルコール依存症者個人・家族のみならず、国民一人一人を視野に入れたアルコール関連問題の実態解
明と社会的対応の方策を探ることが本研究の基本課題であるc この課題について社会病理学的にアプロー
チするため、先ず(1)7ルコール関連問題の多岐什.に応じてマクロ、メゾ、ミクロのそれぞれのレベルから
検討すべき具体的問題をとりあげることを考慮した。さらに、 (2)アルコール問題を臓器障害、精神障害の
みならず、むしろ生活障害を中心に 3つの村から捉え、アルコール依存症概念をも包摂するアルコール関
連問題慨念を重視した。その上で、 (3)具体的アルコール関連問題のトピックスとして家族、地域、災害お
よび医療をとりあげた。同時にこれらの各論的問題の背景には一貫して、飲酒と酔いの双方に寛容な円本
の飲酒文化があり、これをアルコホリック・ソーシャル・システムとして概念、化しその理念型構成要素を
分析してマクロレベルからの検討に悦置づけたの
本研究でとりあげた具体的なアルコール関連問題についてはそれぞれ実態と問題点、今後の課題を第皿
部各章で論じたが、その際にもこの飲酒文化との関連で開解しかっ社会的対応策を考えていく必要性を強
調施した。
従前からの日本の精神保健的アルコール施策は、個人の責任で上手に飲むことを推奨する「適正飲酒」政
策として追求されてきた。これに向けての円蒙教育活動もそれなりになされてきたが、結局それはアルコー
ル問題を個人の問題へと媛小化する傾向が強かったものと評定される。寛容な飲酒文化ゆえに個人に問題
を投げ‘返すことを中心とする政策ではアルコール関連問題の予防対策としては極めて不 1-分であり、例え
ば酒類自動販売機の撤廃など個人の適正飲酒を保障するような環境整備こそ、飲酒の自由ならびに最小限
の酒害の双方を両立させるハーム・リダクション・アプD ーチによる社会的対応の巾核的課題となること
を論じた。すなわち、アルコール問題には社会文化的安肉が大きく影響しており、単に個人の問題あるい
は個人への介入だけでは済まない、社会的対応の必要性を強調したものである。
以下に論文構成を示す目次を掲げる。
!芋
第l部 IUJ題の所在とアプローチ法
第l章 アルコール関連問題の視点とアプローチ法
第2章社会病開.学的調査研究と臨床・実践活動
第2部 わが国の飲酒文化と飲酒実態
第3章 白木の飲酒文化と社会関係
第4章 飲酒実態に関するフィールド調査研究
第5章 わが困の酒類消費動lojと飲酒人円動|らl
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第3部 アルコール関連問題の具体的諸相
I.家族とアルコール問題
第6章 アルコール依存症家族の危機介入
第7章 アルコール依存症の家族システムとその変化
第8章 ジェンダーとアルコール問題一男らしさへのこだわり-
1.地域とアルコール問題
第9章断酒会の社会学的分析
第10章 アルコール依存症と社会的態度の研究
第1章 ドヤ街野市者と飲酒問題
皿災害・医療とアルコール問題
第12章 阪神淡路大震災とアルコール問題一酒類消費量噌減分析ー
第13章 アルコール依存症の軽症化をめぐって 全国8精神病院調査一
第4部 アルコール関連問題への社会的対応
第14掌 “社会的責任件_"に関する政策提言
第15草ー アルコール関連問題としての酒類自販機問題
まとめ
論文審査の結果の要旨
本論文は、問題探索性という社会病理学視点に立ちつつ、アルコール関連問題の慨念に基づきわが国の
飲酒およびアルコール問題の実態を明らかにし、その対応第についての考察を行なっている。これを縦糸
とすれば、実態の背景にあるわが国の寛容な歓楢文化をいわば横糸として適宜織りこみながら論が展開さ
れている。第1部「問題の所在とアプローチ法Jでは、本研究の主題と研究アプローチ法について論じて
いる。第2部「わが同の飲酒分化と飲酒実態」では、本研究におけるマクロ的視点の骨格となるアルコホ
リック・ソーシャ Iレ・システムの概念が理念型として構築され、その実際的、具体的状況が例示されてい
る。第3部「アルコール関連問題の諸相」は、それぞれ具体的な問題トピックス毎にアルコール問題を取
り上げるものである。家族との関連では、 3つの論考がそれぞれ家族援助・介入論、そして実際の家族介
入と家放システム変化の評定研究、さらに男らしさのジェンダー問題として論じられている。次いで地域
との関連では、酒害克服の努力を観察すべく、地域における自助グループである断酒会の社会学的分析が
行なわれた。第4部では、アルコール関連!日j題の社会的対応に関する論考となっている。
本論文では、以下の諸点が実証された。すなわち、「昭和モデルから平成モデルへJという国民の酒頼消
費行動の転換が浮かび上がり、対策の基礎とされてきたそれまでのアセスメントとは異なるアセスメント
が提示されたこと、欧米を中心としたこれまでの災害ストレスと飲酒量増加という知見と反する文化的知
見が国際的に問題提起されたこと、ドヤ街の野宿者に関する「アル中Jr飲む人は多いが、アル中は少なしリ
という相反するイメージは共に担拠の薄い一種のステレオタイプでしかなく、「野宿者の聞では飲む人は一
般に比して多いというわけではないが、やはりアル中は多L、」と要約すべきこと、などが明かにされた。
またこれまでうつ病や分裂病で言われてきた|軽症化」の動向が、アルコール依存症の場合についても当
てはまることがわが凶でも初めて実証的に明らかにされ、新たな援助プログラムの開発の必要性が示唆さ
れた。さらにアルコール依存府.者の家族システムにもー般の非症状家族のそれにも、円環モデルで言われる
「極端JiバランスJ双方の家族タイプがそれぞれに観察され、アルコール依存痕家族システムの特徴をたと
えば「硬直一遊蹄jタイプと一括できないこと、反対に一般家族も「柔軟一結合」タイプと単純には特徴
づけられないことが、実証された。
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本研究の成県は、以下のように評価されよれ第ーに、方法的側面に着眼すれば、「過度な一般化、特殊
化を避けるJために)j法的な工夫が見られることである。
第二に、概念的側面に着眼すれば、基本概念であるアルコール関連問題ならびにアルコホリック・ソー
シャル・システムについての、本論文の成果、限界性、課題について述べる。アルコール関連問題研究は
そのカバーする領域ないしは問題の幅広さを特徴とするものである。この点からすると、飲酒運転問題、
職域での生.産性低下問題、飲酒がらみ犯罪など、アルコール関連問題としてよく指摘される飲酒問題のい
くつかは割愛されているものの、一人の研究者が長年かかってひとつひとつ手がけたアルコール関連問題
研究としては、それ相応の幅の広がりをもっ研究成果である。このように多様な生活領域を総合的、実証
的に検討したことによって、飲酒と飲酒問題がアルコール依存症という医学的問題にとどまるものでなく、
これを越えて広くわれわれの生活に影響を及ぼしていることが明らかにされた。おそらく、アルコール関
連問題の総合的かっ単独の研究としては、本論文は本邦初の成果といえよう。
第三に、アルコール関連問題概念への着目は従前からの医学モデルに基づくアルコール依存症研究を越
えて、アルコール問題を社会的問題として位置づけ、社会病理学的にアプローチする可能性と必要性を実
証的に示し得た点であろう。薬の開発や医療診断技術の|問題としてでなく、文化や人々の示す社会的態度
の問題として、また病者・患者の問題としてでなく、日常的な社会生活の問題として、この概念、を提/J'し
得た怠味は小さくないの
第四に、問題解決指向性と現実的窃与に着服すれば、本研究は社会病問学の;謀本特徴である問題解決指
向性を強く意識して進められたものである。既にみたように、アルコール問題自体がわれわれの生活に広
範に影響を及ぼしている現実的かっ円常的問題である。加えて、少なからずアセスメント、介入、ヱヴァ
リュエーションという一連の流れを踏むものであり、この特徴からは社会病理学研究でありながら臨床社
会学研究ともなっている。
しかし、以下の課題も指摘されよう。第一に、こうした成果をあげ得たとしても、なお方法的丁.失の余
地があったり、過度な一般化や特殊化を避けるに不十分な考察であったりする欠点ぞ指摘することもでき
る。第二に、このアルコール関連問題の概念は概念白体が包括的性質を有することもあって、全体的にみ
ると研究の焦点が絞り込めていない。アルコール関連問題概念、が、各種アルコール問題の整理編成上の枠
組み概念である以人この点はやむを得ない。それにもかかわらず、各種のアルコール関連問題を通じて
見えてきたものはなにかという、総括、一般化においてなお一層の」二夫が課題として残っている。第弐に、
アルコホリック・ソーシャル・システムの概念に関しては、本研究の全体からしてこれを十分に活用展開
するに至っていない。むしろ、本研究はアルコホリック・ソーシャル・システムの実際を、各縄のアルコー
ル関連問題として展開するデザインとなっている。アルコホリック・ソーシャル・システムの賊念自体は、
個々のアルコール関連問題の背景を解釈したり説明する際に部分的、間接的に言及し、閲連づけたにとど
まっている。したがって、アルコホリック・ソーシャル・システム概念の統合がいまひとつ十分で、あると
はいえなL、
以上の三つの課題が指摘できるが、本論文はアルコール関連問題に関する総合的かっ単独の研究として
は、本邦初の成果といえる。よって本論文は、博士(学術)の学位を授与するに値すると認められる。
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